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第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

S
A
G
A
2
0
2
4

成
年
男
子

優
勝
!!   千

葉
国
体
以
来

14
年
ぶ
り
3
回
目
の
快
挙

第
七
十
八
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
競

技
会
が
令
和
六
年
九
月
二
十
八
日
㈯
～
三
十

日
㈪
佐
賀
県
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
県
は
成
年
男
子
が
千
葉
国

体
以
来
十
四
年
ぶ
り
三
回
目
の
優
勝
、
男
女

総
合
（
天
皇
杯
）
で
も
第
五
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

一
回
戦
兵
庫
県
に
２
―
１
、二
回
戦
熊
本

県
に
３
―
１
、三
回
戦
岡
山
県
に
２
―
１
、４

回
戦
は
東
京
都
と
接
戦
に
な
り
１
―
１
同
点

同
本
数
代
表
戦
で
小
谷
選
手
が
引
き
面
を
決

め
て
辛
勝
し
ま
し
た
。

準
決
勝
戦
は
地
元
佐
賀
県
と
対
戦
。
地
元

の
大
応
援
の
な
か
、
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
気

迫
で
戦
い
、
副
将
戦
で
勝
負
を
決
め
２
―
２

で
本
数
勝
ち
し
ま
し
た
。

そ
の
勢
い
の
ま
ま
決
勝
戦
も
大
阪
府
を
４

―
０
で
圧
倒
し
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
成

年
男
子
最
優
秀
選
手
に
は
５
勝
１
分
け
で
次

令
和
6
年
9
月
30
日（
月
）

佐
賀
県
・
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

鋒
の
岡
光
選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

各
都
道
府
県
の
選
手
は
郷
土
の
名
誉
を
か

け
て
出
場
す
る
な
か
、
本
県
が
優
勝
で
き
た

の
は
、
選
手
の
実
力
は
十
分
あ
り
ま
す
が
、

チ
ー
ム
が
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
と
な
っ
て
互

い
を
信
じ
、
心
ひ
と
つ
に
し
て
戦
っ
た
こ
と

が
優
勝
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

今
回
本
県
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
成
年

女
子
、
少
年
男
女
は
通
過
で
き
ず
本
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

回
の
滋
賀
県
開
催
の
大
会
で
は
全
種
別
が
出

場
で
き
る
よ
う
に
計
画
的
に
連
携
を
と
っ
て

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

右
か
ら

先
鋒

鈴
木

龍
哉

次
鋒

岡
光
健
太
郎

中
堅

小
谷

明
徳

副
将

蒔
田

直
人

大
将

染
谷

恒
治

監
督

渡
辺
誠
一
郎

優勝祝賀会にて

決勝戦の模様は
「国スポチャンネル」で

ご覧いただけます。
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第
74
回
千
葉
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
令
和
6
年
10
月
20
日
（
日
）
茂
原
市
民
体
育
館

第 1 位・浦安市第 2 位　木更津市

3 位　柏　市4 位　千葉市

令
和
6
年
10
月
20
日
（
日
）
茂
原
市
民
体

育
館
に
て
第
74
回
千
葉
県
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
試
合
場
で
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
、
左
記
の
団
体
が
見
事
、
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
し
た
団
体
の
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
種
大
会
・
講
習
会
等
報
告

令
和
6
年
度

全
日
本
剣
道
連
盟
有
功
賞
受
賞
者

岡　　静 ʢ77 �ʣ上野　勝 ʢ7ࡀ ʣࡀ

千葉県警在任中から後進の指
導にあたり、平成 21 年から千
葉市剣道連盟総務委員長・副
会長を歴任し、剣道の普及・発
展に貢献した。令和元年より千
葉県剣道連盟副会長。

長年にわたり市原市剣道連盟で
指導・普及に携わり、市原五徳
館を主催し、全国大会に出場し、
好成績を残した。千葉県剣道連
盟常任理事も務め、両連盟の
発展に尽力した。

第
48
回
千
葉
県
居
合
道
大
会

9
月
23
日
（
月
・
祝
）・
県
武
道
館

結

果

四
段
の
部
優
勝
宮
越　
　

潤
（
浦

安
）

五
段
の
部
優
勝
北
村

裕
子
（
市

川
）

六
段
の
部
優
勝
君
島

直
樹
（
松

戸
）

参
加
者

155
名

称
号
認
定
会

9
月
28
日
（
土
）・
県
武
道
館

受
審
者
剣
道
錬
士
・
35
名

剣
道
教
士
・
21
名

居
合
道
錬
士
・
1
名

居
合
道
錬
士
・
3
名

ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
（
茂
原
市
）

10
月
19
日
（
土
）・
茂
原
北
陵
高
等
学
校

講

師
渡
邉
誠
一
郎

参
加
者
67
名

第
72
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

11
月
3
日
（
日
・
祝
）・
日
本
武
道
館

結

果

田
内

雄
大
（
館

山
）

一
回
戦
敗
退

染
谷

恒
貴
（
千
葉
市
）

二
回
戦
敗
退

白
鳥

湧
也
（
浦

安
）

一
回
戦
敗
退

第
63
回
全
日
本
剣
道
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

11
月
3
日
（
日
・
祝
）・
日
本
武
道
館

結

果

鬼
塚

彩
乃
（
君
・
木
）

二
回
戦
敗
退

高
橋
ひ
か
り
（
山

武
）

二
回
戦
敗
退

玉
井　
　

凪
（
浦

安
）

二
回
戦
敗
退

第
72
回
全
国
青
年
剣
道
大
会

11
月
9
日
・
10
日
（
土
・
日
）・
東
京
武
道
館

結

果

男
子
団
体
戦

第
三
位

男
子
個
人

野
田
尚
志

第
三
位

移
動
月
例
稽
古
会

12
月
21
日
（
土
）・
柏
市
沼
南
体
育
館

参
加
者
107
名

剣
道
稽
古
始
め1

月
5
日
（
日
）・
県
武
道
館

参
加
者
140
名

居
合
道
稽
古
始
め

1
月
5
日
（
土
）・
四
街
道
総
合
運
動
公
園
体
育
館

参
加
者
108
名

杖
道
稽
古
始
め

1
月
12
日
（
日
）・
Y
o
h
a
S
ア
リ
ー
ナ

参
加
者
54
名

女
子
講
習
会

1
月
25
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
大
目

智
志

参
加
者
39
名
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令
和
6
年
11
月
17
日（
日
）千
船
橋
ア
リ
ー

ナ
に
て
第
72
回
地
区
連
盟
対
抗
剣
道
優
勝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
・

第
72
回
地
区
連
盟
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
令
和
6
年
11
月
17
日
（
日
）
船
橋
ア
リ
ー
ナ

優勝　浦安市

優勝　君津・木更津

優勝　市川市

優勝　千葉市

準優勝　君津・木更津

準優勝　君津・木更津

準優勝　八千代市

準優勝　柏　市

第３位　長　生

第３位　市川市

第３位　千葉市

第３位　船橋市

第３位　山　武

第３位　成　田

第３位　千葉市

第３位　松戸市

高校の部

一般の部

小学生の部

中学生の部 一
般
の
部
と
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
部
門
数
に

戻
し
、
各
地
区
連
盟
の
代
表
が
、
代
表
の
プ

ラ
イ
ド
を
か
け
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
試
合
を

展
開
し
ま
し
た
。



千剣連だより 令和 7 年 2 月発行　通巻  No. 89

— 4 —

全
剣
連
か
ら
の

お
知
ら
せ

稽
古
場
で
の
通
風
・
換
気
の
重
要
性
に

関
す
る
リ
マ
イ
ン
ダ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

全
日
本
剣
道
連
盟
医
・
科
学
委
員
会
よ
り

以
下
の
通
り
、
情
報
提
供
な
ら
び
に
注
意
喚

起
が
あ
り
ま
し
た
。
稽
古
に
あ
た
っ
て
は
こ

れ
ら
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
る

方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
は
消
え
て
お
ら
ず
、
高
齢
者
を
中

心
に
依
然
と
し
て
多
く
の
死
者
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
最
近
の
厚
労
省
の

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
「
五
類
」
と
な
っ
た
昨
年
五
月

～
本
年
四
月
の
一
年
間
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
死
亡
者
数
が
計
三
万
二
、五
七
六
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
べ

て
約
15
倍
の
死
亡
者
数
に
あ
た
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
者
で
す
（
交
通
事
故
に
よ
る

年
間
死
亡
者
数
が
二
、七
〇
〇
人
ぐ
ら
い
で

す
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
そ
の
一
〇
倍
以

上
の
死
者
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
）。

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
毎
年
、
夏
と
冬
に
流
行

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も
こ
れ
か
ら
次
第

に
感
染
者
数
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
剣
道
の
競
技
者
は
高
齢
者
が
多
い
こ

と
が
一
つ
の
特
徴
で
す
。
こ
の
た
め
、
稽
古
に

参
加
さ
れ
る
方
々
に
は
今
後
も
感
染
対
策
を
続

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に

は
、
特
に
室
内
の
通
風
・
換
気
が
大
事
で
す
。

気
温
が
下
が
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
稽
古
場

で
は
窓
を
少
し
開
け
、
さ
ら
に
工
業
用
送
風
機

を
用
い
て
の
通
風
・
換
気
の
励
行
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
面
を
つ
け
て
の
稽
古
で
は
シ
ー

ル
ド
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
日
本
剣
道
連
盟

医
・
科
学
委
員
会

竹
刀
点
検
と
手
入
れ
の
徹
底
に
つ
い
て

（
お
願
い
）

日
本
で
は
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気
が

乾
燥
す
る
た
め
、
こ
の
時
期
は
特
に
竹
刀
が

傷
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

全
日
本
剣
道
連
盟
へ
の
事
故
報
告
で
は
、

竹
刀
に
よ
る
破
損
事
故
の
原
因
は
点
検
不
足

と
手
入
れ
の
不
備
に
よ
る
も
の
が
多
く
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

破
損
し
た
竹
刀
を
使
用

す
る
こ
と
で
相
手
を
負
傷
さ
せ
る
よ
う
な
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
「
剣
道
試
合
・

審
判
規
則
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
竹
刀
の
基

準
（
長
さ
、
重
さ
、
太
さ
な
ど
）
の
遵
守
に

加
え
、
下
記
の
項
目
に
つ
い
て
、
頻
繁
か
つ

入
念
な
点
検
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

目
視
に
よ
る
点
検
項
目
（
使
用
前
、使
用
中
、使
用
後
）

・
ち
く
と
う
の
破
損
・
さ
さ
く
れ

・
付
属
品
の
破
損
・
緩
み

・
中
結
の
位
置
（
剣
先
よ
り
全
長
の
約
1/4
）

※
ち
く
と
う
内
側
の
割
れ
や
虫
食
い
な
ど
は
完
成
品
の

状
態
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
適
宜
、
付
属
品
を
解
い
て
、
し
っ
か
り
と
点

検
を
行
う
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

竹
刀
点
検
・
手
入
れ
等
で
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、

購
入
さ
れ
た
武
道
具
店
も
し
く
は
お
近
く
の
武
道
具

店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
日
本
武
道
具
協
同
組
合
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
あ
な
た
の
街
の
武
道
具

屋
さ
ん
」
か
ら
お
近
く
の
お

店
を
検
索
で
き
ま
す
。

図
書
の
す
す
め

『
令
和
版
剣
道
百
家
箴
』

広
報
・
資
料
小
委
員
会
か
ら
の
「
図
書

の
す
す
め
」、
第
十
一
弾
『
令
和
版
剣
道
百

家
箴
』
を
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
九
日
よ

り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

全
日
本
剣
道
連
盟
広
報
・
資
料
小
委
員

会
で
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
全
国
の
剣
道
範

士
を
中
心
に
、
剣
道
に
関
す
る
箴
言
を
ご
執

筆
い
た
だ
き
未
来
に
残
す
事
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
先
生
方
か
ら
ご
執
筆

い
た
だ
い
た
原
稿
を
、
全
剣
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

剣
道
に
お
い
て
先
生
方
が
大
切
に
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
読

み
い
た
だ
き
、
皆
様
方
の
剣
道
修
行
に
お

役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、『
令
和
版
剣
道
百
家
箴
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
あ
た
っ
て
の
序
文
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち

ら
も
あ
わ
せ
て
お
読
み
く

だ
さ
い
。

令
和
七
年
度
、
杖
道
の
全
国
的
普
及
と
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
杖
道

中
央
講
習
会
・
地
区
講
習
会
が
本
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

こ
の
講
習
会
で
は
、「
全
日
本
剣
道
連
盟

杖
道
」
の
的
確
な
伝
達
と
各
段
位
に
応
じ
た

実
習
な
ど
幅
広
い
内
容
が
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
七
段
・
六
段
の
審
査
会
も
同
時
に
実

施
さ
れ
参
加
す
る
杖
道
愛
好
者
や
指
導
者
に

と
っ
て
貴
重
な
機
会
と
な
る
も
の
で
す
。

審
査
会
八
月
十
五
日（
金
）

講
習
会
八
月
十
六
日（
土
）～
十
七
日（
日
）

会

場
Y
o
h
a
S
ア
リ
ー
ナ

（
千
葉
公
園
総
合
体
育
館
）

杖
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ第 39 回 杖道中央・地区講習会の様子（2026 年 1月）

江戸川区スポーツセンターにて

あなたの街の
武道具屋さん

全剣連 HP
図書
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石
井　
　

進
（
安

房
）

小
森

基
之
（
柏

市
）

髙
橋

雄
飛
（
流
山
市
）

佐
山

暁
彦
（
八
千
代
市
）

金
室

修
平
（
八
千
代
市
）

松
山

隆
生
（
八
千
代
市
）

伊
藤　
　

実
（
八
千
代
市
）

森
川

憲
吾
（
佐

倉
）

久
保
田
弘
美
（
佐

倉
）

剣
道
六
段

（
福
岡
8
月
31
日
）

林　
　

万
里
（

旭

）

上
杉

信
吾
（
佐

倉
）

太
田

圭
亮
（
佐

倉
）

剣
道
七
段

（
愛
知
11
月
9
日
）

垂
井

恒
治
（
松
戸
市
）

永
野

忠
仁
（
夷

隅
）

原
田　
　

隆
（
君
・
木
）

剣
道
六
段

（
愛
知
11
月
10
日
）

小
川

慧
一
（
習
志
野
市
）

佐
藤　
　

誠
（
船
橋
市
）

飯
嶋

孝
子
（
香

取
）

齊
藤

真
也
（

旭

）

田
代　
　

誠
（
八
千
代
市
）

剣
道
六
段

（
東
京
11
月
14
日
）

岩
岡

純
子
（
千
葉
市
）

松
橋

拓
也
（
船
橋
市
）

藤
井

宏
太
（
船
橋
市
）

宮
澤　
　

稔
（
船
橋
市
）

磯
口

仁
詩
（
市
川
市
）

早
田

隆
次
（
市
川
市
）

佐
藤

友
泰
（
松
戸
市
）

千
代
﨑
真
史
（
松
戸
市
）

八
木
佳
津
子
（
松
戸
市
）

愛
川

富
彦
（
野
田
市
）

永
塚

直
次
（
野
田
市
）

齋
藤

繁
徳
（
山

武
）

齊
藤

隆
雄
（
山

武
）

玉
谷

峻
平
（
長

生
）

鵜
澤

宏
光
（
長

生
）

伊
藤

裕
二
（
長

生
）

矢
羽
田
崇
雄
（
君
・
木
）

足
名

尚
樹
（
長

狭
）

鳥
海

和
彦
（
長

狭
）

岡
田
志
津
子
（
市
原
市
）

染
谷

敬
大
（
柏

市
）

千
葉　
　

文
（
柏

市
）

田
口

恵
佑
（
我
孫
子
市
）

水
野

正
徳
（
我
孫
子
市
）

入
江

素
樹
（
我
孫
子
市
）

堀
口

開
斗
（
流
山
市
）

上
野

良
揮
（
流
山
市
）

中
田

一
夫
（
流
山
市
）

高
木

久
裕
（
流
山
市
）

田
中

城
子
（
佐

倉
）

中
塚
佳
寿
紀
（
浦

安
）

剣
道
七
段

（
東
京
11
月
15
日
）

江
波
戸
勝
利
（
千
葉
市
）

長
谷
川
晶
久
（
千
葉
市
）

小
野
寺

篤
（
千
葉
市
）

釣
出

進
一
（
千
葉
市
）

田
中

徳
雄
（
千
葉
市
）

久
保

善
伸
（
市
川
市
）

山
田

洋
次
（
市
川
市
）

柳
沼

貴
司
（
市
川
市
）

櫻
岡

重
臣
（
松
戸
市
）

平
子　
　

清
（
松
戸
市
）

鈴
木

秀
一
（
野
田
市
）

飯
田

五
郎
（
野
田
市
）

関
川
紗
衣
子
（
夷

隅
）

鈴
木

健
太
（
君
・
木
）

山
田

晴
美
（
君
・
木
）

岩
田

弘
道
（
安

房
）

窪
田

廣
志
（
柏

市
）

平
林

勇
人
（
柏

市
）

炭
﨑
清
太
郎
（
柏

市
）

前
田

憲
一
（
柏

市
）

櫻
井

征
基
（
佐

倉
）

合
田

惠
子
（
佐

倉
）

田
中

照
章
（
佐

倉
）

中
野

光
善
（
浦

安
）

剣
道
錬
士

（
東
京
11
月
26
日
）

蝦
名

宏
太
（
千
葉
市
）

深
井

正
明
（
千
葉
市
）

筒
井

善
康
（
千
葉
市
）

髙
野　
　

勇
（
千
葉
市
）

二
間
瀨

淳
（
千
葉
市
）

髙
野

智
宏
（
千
葉
市
）

山
口

浩
二
（
千
葉
市
）

相
原

弘
明
（
習
志
野
市
）

染
谷

昭
一
（
船
橋
市
）

悉
地

正
浩
（
市
川
市
）

実
川

栄
一
（
市
川
市
）

雨
谷
由
依
子
（
松
戸
市
）

今
川　
　

博
（
松
戸
市
）

金
森

千
秋
（
松
戸
市
）

鈴
木

秀
一
（
野
田
市
）

渡
辺

裕
幸
（
成

田
）

石
村
美
智
也
（
成

田
）

増
田

春
美
（
香

取
）

嶋
田

雅
仁
（
長

生
）

芝
田

龍
智
（
長

生
）

滝
田

祥
丈
（
長

生
）

山
本

大
喜
（
夷

隅
）

野
中

政
彦
（
君
・
木
）

中
川

健
太
（
君
・
木
）

熊
谷

省
吾
（
市
原
市
）

新
沼
臣
一
郎
（
市
原
市
）

石
井

雅
也
（
安

房
）

仲
山　
　

剛
（
安

房
）

松
本　
　

武
（
我
孫
子
市
）

山
﨑

将
司
（
流
山
市
）

松
丸　
　

歩
（
流
山
市
）

青
山

憲
吾
（
流
山
市
）

井
上　
　

茂
（
鎌
ケ
谷
市
）

井
上
か
つ
代
（
鎌
ケ
谷
市
）

永
松　
　

崇
（
浦

安
）

剣
道
教
士

（
東
京
11
月
26
日
）

佐
藤

貴
一
（
千
葉
市
）

野
口

康
仁
（
千
葉
市
）

眞
田
美
智
子
（
千
葉
市
）

樋
口
寛
次
郎
（
千
葉
市
）

山
岸

敬
和
（
船
橋
市
）

直
井

弘
洋
（
船
橋
市
）

大
久
保

浩
（
市
川
市
）

白
石

勝
洋
（
市
川
市
）

石
崎

哲
理
（
松
戸
市
）

川
上

耕
毅
（
松
戸
市
）

髙
見

文
男
（
成

田
）

池
田

忠
弘
（
山

武
）

石
橋　
　

真
（
館

山
）

佐
藤

隆
史
（
館

山
）

山
崎

圭
子
（
館

山
）

村
上

義
徳
（
柏

市
）

田
村　
　

哲
（
柏

市
）

紅
谷　
　

渡
（
柏

市
）

賀
澤

信
治
（
柏

市
）

岩
切

信
之
（
流
山
市
）

大
島

康
志
（
八
千
代
市
）

剣
道
七
段

（
宮
城
8
月
24
日
）

鈴
木

清
史
（
千
葉
市
）

江
川

淳
一
（
千
葉
市
）

染
川

恒
男
（
習
志
野
市
）

飛
弾
野
剛
志
（
船
橋
市
）

武
田

辰
雄
（
船
橋
市
）

林　
　

幹
生
（
船
橋
市
）

佐
々
木
昭
嘉
（
松
戸
市
）

志
田

信
幸
（
松
戸
市
）

中
野

雅
貴
（
成

田
）

武
士
田
眞
佐
子

（
成

田
）

宮
野

克
行
（
香

取
）

髙
橋

伸
治
（

旭

）

在
原　
　

徹
（
山

武
）

嶌
津

貴
之
（
君
・
木
）

前
田

哲
也
（
君
・
木
）

西
ノ
園
達
大
（
流
山
市
）

八
尾

英
人
（
鎌
ケ
谷
市
）

林　
　

明
男
（
佐

倉
）

剣
道
六
段

（
宮
城
8
月
25
日
）

松
本
由
紀
子
（
千
葉
市
）

下
里　
　

修
（
千
葉
市
）

服
部

賢
二
（
千
葉
市
）

横
木　
　

剛
（
船
橋
市
）

秋
山

達
也
（
船
橋
市
）

吉
田　
　

順
（
市

川
）

西
戸　
　

徹
（
松
戸
市
）

小
谷

秀
人
（
松
戸
市
）

丸
田

弘
道
（
松
戸
市
）

木
藤

裕
輝
（
香

取
）

藤
田

伸
平
（
香

取
）

髙
梨

奈
美
（
香

取
）

津
久
浦
太
一
（
銚

子
）

向
後

克
哉
（

旭

）

小
番

健
太
（
山

武
）

大
弓

理
香
（
長

生
）

熊
谷

潤
一
（
君
・
木
）

鬼
塚　
　

香
（
君
・
木
）

西
俣

利
哉
（
市
原
市
）

田
中

淳
子
（
安

房
）

審
査
会
報
告
【
合
格
者
名
簿
】

居
合
道
錬
士

（
東
京
11
月
26
日
）

前
田　
　

稠
（
佐
倉
）

居
合
道
教
士

（
東
京
11
月
26
日
）

斉
木　
　

章
（
松

戸
）

髙
橋

謙
一

（
錬
武
館
）

齋
藤　
　

勝
（
佐

倉
）

居
合
道
六
段

（
東
京
11
月
30
日
）

大
野

直
人
（
四
街
道
）

國
澤

昌
生
（
流

山
）

居
合
道
七
段

（
東
京
11
月
30
日
）

星　
　

智
文
（
浦

安
）

剣
道
五
段

（
県
武
道
館
12
月
1
日
）

中
村

聡
彦
（
千
葉
市
）

玉
川

秀
明
（
千
葉
市
）

中
川

直
樹
（
千
葉
市
）

粕
田

宏
史
（
千
葉
市
）

山
本

智
朗
（
千
葉
市
）

田
中

一
敏
（
千
葉
市
）

大
久
保
由
賀
（
習
志
野
市
）

海
川

疾
風
（
船
橋
市
）

鎌
倉

孟
司
（
船
橋
市
）

田
上
龍
太
郎
（
船
橋
市
）

滝
口

順
悟
（
船
橋
市
）

長
村

友
輔
（
市
川
市
）

山
口

俊
也
（
市
川
市
）

東
山　
　

淳
（
市
川
市
）

佐
藤

秀
幸
（
市
川
市
）

長
尾

亘
樹
（
松
戸
市
）

野
本

克
浩
（
野
田
市
）

上
邉

正
志
（
野
田
市
）

髙
梨

脩
吾
（
香

取
）

佐
藤

晃
司
（

旭

）

小
高

正
照
（
山

武
）

田
中

悠
輝
（
長

生
）

渡
辺

弘
明
（
長

生
）

中
村

隼
人
（
長

生
）

山
口

大
河
（
市
原
市
）

水
流
添
雄
太
（
市
原
市
）

池
田

真
一
（
市
原
市
）

菅
田
有
希
子
（
館

山
）

角
田

実
優
（
我
孫
子
市
）

髙
橋

海
智
（
流
山
市
）

國
井
洸
太
郎
（
流
山
市
）

伊
藤

博
己
（
流
山
市
）

桑
山　
　

聡
（
八
千
代
市
）

天
坪

大
学
（
八
千
代
市
）

今
井

隆
史
（
佐

倉
）

雨
森

美
希
（
佐

倉
）

八
木

雅
彦
（
浦
安
市
）

南
野

有
美
（
浦
安
市
）

剣
道
四
段

（
県
武
道
館
12
月
1
日
）

井
野

達
郎
（
千
葉
市
）

鈴
木

瞳
美
（
千
葉
市
）

渡
邉

皓
介
（
千
葉
市
）

川
名　
　

涼
（
千
葉
市
）

大
西

希
望
（
千
葉
市
）

佐
藤

崇
人
（
千
葉
市
）

今
井

勇
斗
（
千
葉
市
）

成
毛
ち
ひ
ろ
（
千
葉
市
）

山
下

友
輝
（
千
葉
市
）

金
泉

尚
志
（
千
葉
市
）

川
又

大
輝
（
千
葉
市
）

小
川

慶
太
（
千
葉
市
）

剣
道
八
段
合
格
者

京
都
5
月
1
日

井
谷

栄
人
（
我
孫
子
市
・
教
員
）

愛
知
8
月
11
日

中
村
　
　
充
（
成
田
・
教
員
）

蒔
田

直
人
（
夷
隅
・
警
察
官
）

東
京
11
月
27
日

鷲
見

象
平
（
習
志
野
市
・
警
察
官
）

居
合
道
八
段
合
格
者

東
京
12
月
1
日

川
瀬
　
　
毅
（
千
葉
・
公
務
員
）

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
◀
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編
集
後
記

◎
国
ス
ポ
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
開

催
県
に
勝
利
し
て
の
優
勝
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
選
手
・
役
員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

広
報
委
員
会

完
倉
正
師
・
時
村
尚
孝

上
野

敦
・
香
取
淳
一

千剣連の情報配信中！
連盟事業に関するお知ら
せは連盟ホームページに
掲載いたします。
また、YouTubeで試合の
様子などを不定期ですが
配信しております。合わ
せてご覧ください。

千 剣 連
YouTube

千 剣 連
ホームページ

小
埜

達
也
（
千
葉
市
）

神
永

千
尋
（
習
志
野
市
）

川
上

僚
太
（
船
橋
市
）

野
口

和
人
（
船
橋
市
）

岡
田

拓
也
（
船
橋
市
）

後
藤

哲
治
（
船
橋
市
）

川
面

知
恵
（
船
橋
市
）

小
峰

真
弓
（
船
橋
市
）

縄
田　
　

將
（
市
川
市
）

湊　
　

啓
伸
（
市
川
市
）

小
林
亜
矢
子
（
市
川
市
）

津
本
理
恵
子
（
市
川
市
）

栁
澤

武
蔵
（
松
戸
市
）

三
輪

礼
嗣
（
松
戸
市
）

臼
井

和
人
（
松
戸
市
）

山
口
颯
太
郎
（
野
田
市
）

吉
川

佳
佑
（
野
田
市
）

岸　
　

泰
那
（
成

田
）

岩
井

南
美
（
成

田
）

若
松

虎
徹
（
成

田
）

三
浦

一
馬
（
銚

子
）

日
髙

葵
稀
（
山

武
）

森
川

紗
那
（
山

武
）

熊
田
悠
太
郎
（
山

武
）

安
達

絋
志
（
山

武
）

齋
藤
み
づ
き
（
夷

隅
）

井
上

優
斗
（
夷

隅
）

ヘ
ナ
ー
パ
リ
ス

（
夷

隅
）

村
元　
　

惠
（
君
・
木
）

鈴
木

清
司
（
市
原
市
）

佐
藤
奈
穂
子
（
市
原
市
）

髙
梨

有
生
（
安

房
）

矢
部

一
幸
（
安

房
）

大
橋　
　

亮
（
柏

市
）

小
林

政
隆
（
柏

市
）

奥
田

武
司
（
柏

市
）

伊
藤　
　

海
（
我
孫
子
市
）

小
林

千
晶
（
我
孫
子
市
）

田
中

哲
二
（
我
孫
子
市
）

岩
井

幸
子
（
我
孫
子
市
）

松
本
奈
那
子
（
八
千
代
市
）

木
村

洋
子
（
八
千
代
市
）

林　
　

晃
生
（
佐

倉
）

坂
本

諒
太
（
佐

倉
）

戸
田

攻
平
（
佐

倉
）

倉
石　
　

渉
（
佐

倉
）

科
埜

智
彦
（
浦
安
市
）

杖
道
七
段

（
東
京
1
月
24
日
）

藤
﨑

明
美

前
号
か
ら
の
つ
づ
き

私
の
よ
う
に
社
会
人
で
中
高
年
か
ら
始
め
る

人
も
多
く
い
ま
す
が
、
先
ず
健
康
第
一
、
仕
事

優
先
で
す
。
そ
し
て
、「
工
夫
の
賜
物
」
と
思

い
ま
す
。
私
の
場
合
、
稽
古
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
中
・
高
・
大
の
学
生
時
代
に
足
掛
10
年
、

陸
上
競
技
の
一
〇
〇
米
走
・
二
〇
〇
米
走
・
走

り
幅
跳
び
の
選
手
生
活
を
送
っ
た
体
力
と
経
験

が
あ
っ
た
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
レ
ン
シ
ュ
ウ
（
練
習
）
と
武
道
の
シ
ュ
ウ
レ

ン
（
修
錬
）
に
相
通
ず
る
こ
と
が
多
く
助
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
健
康
維
持
を
は
じ
め
、
末

娘
に
つ
き
合
っ
て
平
成
二
年
八
月
剣
道
初
段
も

と
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
妻
の
存
在

も
大
で
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
生
活
で
の
稽
古
で
す
の
で
、

時
間
的
な
制
限
は
当
然
で
、
工
夫
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
基
礎
体
力
の
維
持
の
た
め
に
、
靴
下

の
履
く
、
脱
ぐ
は
立
っ
て
。
通
勤
電
車
は
シ
ー

ト
、
吊
り
革
は
無
用
。
駅
、
社
内
は
階
段
オ
ン

リ
ー
。
靴
は
ゴ
ム
底
。
道
路
の
信
号
待
ち
で
は

「
青
」
に
変
わ
る
瞬
間
に
踏
み
込
み
。
歩
行
は

背
筋
を
伸
ば
し
て
等
々
。
こ
れ
は
学
生
時
代
か

ら
の
習
慣
で
、
今
な
お
続
行
中
で
す
。
稽
古
日

は
、
先
述
通
り
土
・
日
曜
な
の
で
、
稽
古
は
「
二

本
立
て
」
で
す
。
幸
い
に
居
合
道
稽
古
は
一
人

で
で
き
る
の
で
、
剣
道
の
稽
古
の
前
に
少
し
早

め
に
出
て
行
い
ま
し
た
。

剣
道
の
稽
古
で
は
、
先
立
ち
の
先
生
方
を
は

じ
め
、
先
輩
の
方
々
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
が

非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
が
、
加
え
て
居
合
道

に
く
ら
べ
「
入
門
書
」
が
多
く
あ
り
系
統
立
て

て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
体
に
滲
み
通
る
よ
う
に

吸
収
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
り
ま

し
た
。
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
自
然
体
、
姿
勢
、

体
の
運
用
、
精
神
力
、
集
中
力
。
経
験
し
た
ス

ポ
ー
ツ
と
居
合
道
、
剣
道
と
も
に
共
通
し
た
も

の
で
心
強
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
“
試
合
も
稽

古
の
う
ち
”
な
の
で
す
が
、
特
に
剣
道
で
は
幸

か
不
幸
か
試
合
の
機
会
は
極
少
だ
っ
た
の
で
勝

敗
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、「
基
本
に

忠
実
」
し
か
知
ら
な
い
姿
勢
・
打
突
・
抜
き
つ

け
・
斬
り
つ
け
に
終
始
し
た
こ
と
が
結
果
的
に

良
か
っ
た
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
道
の
中
で
も
、
特
に
剣
道
、
居
合
道
は
歴

史
も
古
く
、
達
人
、
名
人
、
剣
聖
と
言
わ
れ
る

幾
多
の
先
人
の
訓
え
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
触
れ
て
自
分
の
レ
ベ
ル
で
吸
収
し
て
い

く
こ
と
も
稽
古
の
一
つ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
卒
業
と
共
に
遥
か
遠
く
に

「
八
段
位
」
を
の
ぞ
み
、
従
来
の
土
曜
夜
・
日

曜
朝
の
稽
古
に
加
え
、
居
合
道
だ
け
は
夜
間
三

回
増
や
せ
る
よ
う
に
な
り
八
段
受
審
間
近
か
の

人
達
と
の
稽
古
の
機
会
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

か
つ
て
本
誌
三
十
五
号
（
平
成
十
七
年
八
月

十
日
）、
三
十
六
号
、
五
十
二
号
に
「
刀
の
は

な
し
」
を
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
剣

道
も
居
合
道
も
刀
術
で
あ
り
、
刀
（
日
本
刀
）

で
の
修
錬
が
原
点
で
す
。
武
士
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
存
在
し
て
き
た
日
本
刀
の
精
神
性
、
機
能

性
を
知
る
こ
と
で
、
稽
古
で
の
礼
法
は
じ
め
刀

法
や
技
の
あ
り
方
等
々
素
直
に
頷
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
日
本
刀
の
歴
史
か
ら
剣
道
、
居
合
道

を
把
え
る
こ
と
も
一
興
と
思
い
ま
す
。

剣
道
の
「
動
」
に
対
し
居
合
は
「
静
」、
剣

道
は
立
合
っ
て
、
居
合
は
居
な
が
ら
に
合
す
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
正
に
「
剣
居
一
体
」
だ
と
思

い
ま
す
。

当
県
に
お
い
て
も
居
合
道
人
口
に
比
べ
剣
道

人
口
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
居
合
道
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

剣
道
の
試
合（
立
合
い
）は
、居
合
道
で
は「
演

特
別
寄
稿
【
連
載
第
二
回
】

居
合
道
教
士
八
段

剣

道
教
士
七
段

青
木

薫
弘

剣
居
一
体
を
め
ざ
し
て

武
」
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
剣
道
は
相
手
が

実
在
し
ま
す
が
、
居
合
道
で
は
「
仮
想
敵
」
と

な
り
ま
す
。
勝
敗
の
決
定
は
、
次
の
観
点
に
よ

り
成
さ
れ
ま
す
。

「
正
し
い
礼
法
、
作
法
に
よ
る
充
実
し
た
気

勢
と
適
正
な
姿
勢
を
以
っ
て
正
確
な
技
術
と
刀

法
に
基
づ
い
た
気
・
剣
・
体
一
致
の
技
前
と
心

構
え
の
優
劣
に
よ
る
」（
試
合
審
判
規
則
）
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
剣
道
連
居
合
道
形
解
説

書
に
「
演
武
の
心
得
」
と
し
て
、
同
文
に
“
全

身
全
霊
を
打
ち
込
ん
で
真
剣
勝
負
の
心
境
で

「
行
ず
る
」
心
が
け
が
大
切
で
あ
る
。
と
、
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
剣
道
と
同
様
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
正
に
言
う
は
易
く
、
行
な
う
は
難
し

で
す
が
、
こ
の
体
現
こ
そ
八
段
審
査
に
臨
む
条

件
で
あ
り
、
完
成
度
で
合
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

修
業
年
限
を
満
了
し
た
年
に
右
肩
腱
板
断
裂

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ッ
ク

リ
と
構
え
直
し
て
、
寄
る
年
波
に
逆
っ
て
そ
の

精
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
そ
し
て
、「
武
道
と

し
て
の
合
理
性
」
を
常
に
頭
に
入
れ
て
稽
古
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
年
一
回
（
令
和
四
年
か
ら

二
回
）
の
審
査
会
を
先
述
通
り
道
し
る
べ
と
し

て
七
十
三
才
か
ら
連
続
七
回
、
一
次
審
査
突
破

を
重
ね
課
題
を
克
服
し
つ
つ
、
よ
う
や
く
八
回

目
で
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
知
り
合
っ
た
多
く
の
人
達

に
加
え
、
交
剣
知
愛
の
言
葉
通
り
剣
道
、
居
合

道
で
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
は
じ
め

多
く
の
人
達
に
知
り
合
え
た
こ
と
は
私
の
大
き

な
財
産
に
な
っ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
ひ
と
こ
と
。

剣
居
一
体
で
す
。
剣
道
マ
ン
は
、
居
合
道
を
試

み
て
自
分
の
「
剣
道
の
巾
」
を
広
げ
て
下
さ
い
。

居
合
道
マ
ン
は
、
剣
道
を
試
み
て
自
分
の
「
居

合
道
の
巾
」
を
広
げ
て
下
さ
い
。
是
非
お
願
い

し
ま
す
。

修
業
は
一
生
の
道
と
か
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
千
剣
連
居
合
道

部
共
ど
も
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上

◀
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き




